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《将来に向けた取組方針》
社会経済活動の変化に伴い国内外の生物多様性が損なわれてきたことを踏まえ、当社は生物多様性が持続可能な社会
の構築にとって重要であることを深く認識しています。国際社会の一員として、全ての人々との間で役割と責任を分
かち合い、連携・協力して生物多様性の保全に資する行動を進めるために、「日産化学生物多様性行動指針」を策定し
ています。「GHG排出量を2018年度比30%以上削減」「日産化学の全工場におけるビオパーク設置・運営」を2027年
度の目標に掲げています。

・�2021年度に袖ケ浦工場、2022年度に埼玉工場、
2023年度に小野田工場にてビオトープを設置し、
運営しています。

〈具体的取組み事例〉
【ビオトープの設置・運営】
・日産ビオパーク西本郷
　�「水辺と里山林を中心とした生物多様性空間を作り、地域や工場社員の憩いの場
とすること」を目的に富山工場が2008年10月から運営。地域や工場OB・
OGのボランティアによって構成される�
「サポートチーム」と協働している点が評
価され、2022年、特定非営利活動法人日本
ビオトープ協会の主催する第14回ビオトー
プ顕彰において、ビオトープ大賞を受賞し
ました。

【各拠点における生物多様性保全活動】
・�ラムサール条約登録湿地である藤前干潟で行われて
いるクリーン大作戦への参加（名古屋工場）

・�NPO法人「黒浜沼周辺の自然を大切にする会」支援�
（生物科学研究所）　など

【TNFDフレームワークを活用した評価】
生物多様性に対する優先地域の特定、依存と影響の
特定・評価を実施し、シナリオ分析によるリスク・
機会の特定を実施中です。
TNFD 提言に沿った開示を行い、随時見直しを行う
ことで、生物多様性に対する取り組みを一層強化し
ていきます。


